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７  会議の概要 

委員長    予定の時間より若干早いのですが、ただいま

から、一般・特別会計決算特別委員会を開会

いたします。 

まず、出納課から平成２８年度会計別歳入歳

出決算の概要について説明を願います。 

会計管理者  〔挨拶〕  

出納課長   〔概要説明〕 

委員長    本日は、消防局、市民生活部、環境部所管分

の決算審査を行います。 

それでは、説明員を入室させますので、しば

らくお待ちください。  

〔消防局入室〕  

委員長    委員各位に申し上げますが、質疑については、

平成２８年度決算に関係のあるものでお願い

いたします。 

また、委員及び当局の皆さんに申し上げます

が、質疑・答弁及び説明については、簡潔・

明瞭に行っていただきますようお願いいたし

ます。 
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それでは、これより消防局所管分の決算審査

を行います。 

認定第１号  平成２８年度富山市一般会計歳

入歳出決算中、消防局所管分  

を議題といたします。  

これより、当局の説明を求めます。 

消防局長   〔挨拶〕  

消防局次長  〔主要施策成果報告書及び  

      委員会資料により説明〕 

委員長    これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。  

村石委員   何点かお聞きしたいと思います。委員会資料

と主要施策成果報告書を使いながら質問しま

すが、常備消防費の消防広報費について伺い

たいと思います。防火の手引き（一般用）を  

３２万円で８，０００部つくったということ

ですが、これはどういった内容で、どのよう

に配布したのか教えてください。ホームペー

ジで検索しても、この手引きは出てきません

でした。 

予防課長   御質問の防火の手引き（一般用）８，０００
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部と申しますのは、１１９番の通報から消火

器の使用方法プラン、避難、防火防災に関す

る全てのことを網羅したパンフレットです。

ここに現物がありますけれども、このように

見開く形状のものをお配りして、皆さんに啓

発しております。配布方法につきましては、

出前講座等で住民の皆さんに配布して説明し

ております。 

村石委員   出前講座で使われているということですが、

総合防災訓練というものをやられていますよ

ね。そこには多くの住民の方が参加していま

すので、そういったところでも防火の手引き

を使ったほうがいいと考えますが、どうです

か。  

予防課長   出前講座だけではなくて、総合防災訓練の消

防の広場といったところでも、当然、お集ま

りになった住民の方々にお配りして、啓発し

ているところです。 

村石委員   私も総合防災訓練に参加しているのですが、

最後の講評のところで皆さんが集まるので、

そのときに手引きを配ったほうがより活用さ

れるのではないかと思いますが、どうですか。 
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予防課長   今ほど委員が言われたとおり、消防の広場に

集まっていただいて、体験していただくとこ

ろだけで配るのではなくて、最後には講評と

いったところが必ず設けられますので、講評

に参加された方々にもお配りしたほうがいい

と考えます。 

村石委員   ぜひそうしてください。加えて、火災予防広

報紙について、ホームページで見たところ番

付表になっていました。この火災予防広報紙

は５，０００枚で３万円ですね。これはどう

いったところに使われたのですか。 

予防課長   これも同じく出前講座などにお集まりの方々

へお配りして広報しております。  

村石委員   細かい話ですけれども、防火の手引きと火災

予防広報紙の内容に重なるところが多ければ、

防火の手引きのほうが内容的に豊富でいいと

思います。もし重ならなければ火災予防広報

紙  特に朝乃山関が頑張っていますので、総

合防災訓練等で配布したほうがいいというぐ

あいに思います。重なるなら仕方がないです

けれども、どうですか。 

予防課長   この火災予防広報紙  番付表と申されました
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けれども、火災の原因等そういったものにつ

いて、富山市や全国でどのようなものが上位

にあるのかや注意点などを載せており、相撲

の番付に見立てたものになっております。し

たがって、あくまで火災の原因と予防対策だ

けを載せたものでございます。先ほどの防火

の手引きとは中身が完全に一致するというと

ころも一部にはあると思いますけれども、そ

れぞれ伝えるということで頑張っています。  

村石委員   つくったものについてはどのように配布した

ほうがより市民にわかっていただけるか、と

いうことをできるだけ考えて使用していただ

きたいと思います。 

次の質問です。県のほうでドクターヘリを運

用していますけれども、富山市内でドクター

ヘリを使って救急患者を搬送したという例は

平成２８年度にありましたか。 

警防課長   今ほど委員が言われましたドクターヘリにつ

いては、富山市では平成２８年度に１２７件、

活用しております。 

村石委員   １２７件というのは、ある意味では非常に多

いなという気もしました。救急車での対応が

基本なのかなと思いましたけれども、その１
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２７件を病気と事故で分けるとどういった割

合になるですか。  

警防課長   この１２７件の内訳ですね。平成２８年度は

１万８，２００件出ておりますが、その中で

ドクターヘリを利用したのは、急病が７９件、

交通事故が１７件、あとは一般負傷事故と転

院などになっております。 

村石委員   富山市内の多くは救急車で現場に早く到着し

て、しかるべき病院に到着する時間もそんな

に長くないという感覚でいたのですが、やは

り基本的にはドクターヘリの出動は中心部よ

りも遠いところが多いと考えてよろしいです

か。  

警防課長   件数的にはちょっとデータはありませんが、

特に今委員が言われたように、中山間地のほ

うですと救急車が向かっても現場に到着する

までに時間がかかります。特に心肺停止の患

者などは、そのまま総合病院等に搬送する場

合があって、市内に戻るために２０分、３０

分かかることもありますので、そういった場

合のキーワードというものがあります。心肺

停止の患者や呼吸をしていない患者の場合に

は、救急車を出動させるのと同時にドクター
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ヘリを要請するということをしておりますの

で、今委員が言われたように、特に時間がか

かるような場所につきましては、ドクターヘ

リを事前に要請するという形をとらせていた

だいております。これは、ドクターヘリの要

請基準にもありますので、そういった運用を

しております。  

村石委員   もうちょっとで終わります。予算には出てこ

なかったのですけれども、新入消防団員研修

を第一回、第二回とやっておられますよね。

いわゆる消防団に新しく入った方の研修会で

すが、これは非常にいいことだと思います。

要するに初めて団員になって、大変な不安と

一生懸命にやろうという意気込みを持ってい

る団員たちが、研修を受けることは非常にい

いことだと思うのです。この２回の研修にお

ける成果と課題をどのように考えておられる

のか、教えてください。 

総務課長   新入消防団員研修につきましては、消防団に

入られた時期に合わせて、前半の場合は１回

目、後半の場合は２回目という感じで御案内

しております。内容につきましては、礼式訓

練、消防団の概要、ホース延長訓練、実際の

消防団活動についてとしております。その中
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で問題といいますと、やはり全ての団員さん

が参加できないことです。新しく団員になら

れた方全てに、この新入消防団員研修を受け

ていただければ、消防団活動というものを御

理解していただけるのかなと今考えておりま

す。  

村石委員   研修そのものは非常に必要だと思いますし、

今ほど言われたように、全員に受けてもらえ

るようにするということは大事だと思います。

参加された方にアンケート  どのような不安

があるのかとか、どういったことをどうして

ほしいのかとか、そういったアンケートはと

っておられるのでしょうか。  

総務課長   現在、アンケートはとっておりませんが、今

後の課題とさせていただきたいと思います。  

村石委員   最後にします。平成２７年９月に女性消防吏

員の活躍推進に向けた座談会というものをや

られています。平成２８年は実施されている

のですか。  

総務課長   行っております。 

村石委員   基本的には、消防に関しても女性の目は非常
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に必要だと思うので、この座談会をぜひ実施

していただいて、女性にも活躍してもらいた

いと思いますが、座談会の成果と課題につい

ては整理されているのですか。 

消防局次長  座談会につきましては、国のほうからも女性

消防吏員の採用を平成３８年度までに５％に

するという目標がございまして、当時、私が

総務課長をしておりましたときに初めて開催

させていただきました。年代的には１８歳か

ら５０代まででございまして、そういった女

性職員が集まって開催させていただいた中で

の課題としては、まず１点目に、やはり今ま

で女性が話す場所がなかったということがご

ざいました。２点目は各世代が持っている問

題点  消防に入って１０年未満の女性が抱え

る問題や職場環境などをいろいろと協議され

て、非常にいい結果だった思います。そのよ

うな状況でございましたので、今後も女性消

防吏員を増やしていくために、そういった機

会を増やしていきたいところもございますし、

また全国でもいろいろな情報交換の場があり

ますので、そういったところへも派遣したい

と考えております。 

赤星委員   同じ資料ですが、常備消防費の中の火災予防
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広報費の４番目にある消防広報費の住宅用火

災警報器設置促進事業についてですけれども、

具体的な取組みについてお聞かせください。  

予防課長   今ほどの住宅用火災警報器設置促進事業でご

ざいますが、これは市の広報とやまに２回掲

載  ６月５日号と１１月５日号で、各１７万

部を配布しております。 

赤星委員   平成２８年度末で、設置率はわかりますか。 

予防課長   平成２８年度末の調査によりますと、住宅用

火災警報器の設置率は８６．２％でございま

す。  

赤星委員   ある市営住宅にお住まいの方ですが、今、更

新時期が来ているので、市営住宅課からつけ

かえてくださいという紙が入っていたと。し

かし、お年寄りの一人暮らしや所得の少ない

方、どうやったらいいのか自分ではわからな

い方、負担が大変でちょっと買えない方、つ

けかえろと言われても自分では難しい方など

がいらっしゃいます。消防局のほうにはそう

いった相談というのはこれまでなかったので

すか。 
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予防課長   今ほどの御質問ですけれども、今のところ消

防局にはそういった問合せ等はございません。 

赤星委員   今、最初につけた機器の更新時期がだんだん

来ているのですが、今後の取組みについては

どのようにお考えなのか、関連して伺います。 

予防課長   設置後の維持管理や更新につきまして、どう

しても住宅用火災警報器は電子部品  中にセ

ンサー等が使われており、電池の寿命もあり

まして、取りかえの目安は１０年というふう

に推奨しております。本体の取りかえや日ご

ろからの点検といった維持管理に関する情報

について広報とやまや市のホームページに掲

載するとともに、住宅防火訪問や出前講座な

どで住民の皆さんに呼びかけております。今

後も継続してこういったことを繰り返し呼び

かけてまいりたいと考えております。 

赤星委員   ぜひわかりやすく、安心して設置や更新して

いただけるような取組みに期待しております。

次に、分団の器具置き場の更新ですけれども、

平成２８年度は西田地方分団と婦中方面団音

川分団の２カ所で改築工事が行われておりま

す。それから実施設計につきましては、堀川

分団と神保分団で行われていると。市町村合
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併前の平成１６年度の予算編成に当たって富

山市財政危機回避緊急プログラムというもの

が発表されまして、それ以前はもうちょっと

年間３カ所、４カ所  やっておられたよう

ですが、財政が厳しいということから年間２

カ所ずつしかやらないというふうになってい

った経過を記憶しております。平成２８年度

の改築工事によりまして、市内全体で何カ所

中何カ所までの改築工事が完了したのですか。 

総務課長   市内には８８カ所の分団器具置き場がござい

ます。旧耐震設計以前のものは、西田地方分

団と音川分団を除きまして、あと１７カ所ご

ざいます。  

赤星委員   耐震性が足りないものがあと１７カ所ですか。 

総務課長   旧耐震設計です。耐震基準が変わっています

ので。 

赤星委員   ずっと２カ所ずつと言わず、もうちょっと早

くということを申し上げてきました。地域の

消防の拠点になっている器具置き場が旧耐震

設計ということですので、ぜひ早めていただ

きたいというふうに思っています、要望です。

何か答弁は。 
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委員長    要望は要望で。決算審査ですから、また改め

て。新年度予算要求で要求するなど。 

ほかにございませんか。 

大島委員   消防水利整備事業の消火栓についてお伺いし

ます。消火栓新設・増設・移設・補修という

ことで、定期的に検査をなさっていらっしゃ

ると思いますが、毎年この程度の事業という

ことでよろしいですか。 

警防課長   消火栓については、新設が３基、増設が２基、

移設等が３３基でありますが、近年の移設に

つきましては道路工事に合わせて消火栓を移

設しており、道路工事の進捗状況に合わせて

この数字が出てくるわけでございます。新設

につきましても、道路工事の区間に水道配管

があり、そこの水利が不足するといった場合

に設置工事をしておりますので、あくまで道

路工事に合わせて近年はこの数で整備をさせ

ていただいております。 

大島委員   新設、移設等があった場合に、消防指令本部

の地図と連動させるのではないかと思います

が、その連動は即やっておられるのかどうか

を確認させていただけますか。 
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通信指令課長 消火栓が新設させた場合等につきましては、 

消防指令システムの地図に即反映できるよう

にデータを入力しております。 

大島委員   移設についてはいかがですか。  

通信指令課長 移設につきましても同様でございます。 

舎川委員   消防費の財源内訳等々が出ておりますけれど

も、消防費の中で国費、県費、市費の内訳と

いうのは幾ら 例えば国費は幾らくらい充当

されているのかという内訳はわかりますか。  

委員長    どこのことですか。  

舎川委員   消防費の中で、幾ら国費が充当されているか

ということはわかりますか。  

委員長    消防費の財源内訳の内容ですか。要するに、

国や県の財源がどの程度入っているかという

ことを言われているのですか。消防費のうち、

国や県の補助で消防車を買うなど、そういっ

た場合に補助金はあるけれども、それ以外に

そういった内訳は何かありますか。時間がか

かるようであれば、内訳は改めて提出してく

ださい。消防費の内訳について、国の負担と
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トータル的に。後でもう一度確認します。 

竹田委員   教えていただきたいのですが、消防の広場と

いうのはどういった内容でございますか。 

予防課長   消防の広場という場所は、消防の総合防災訓

練を行っております会場において消火器の体

験実施や煙中体験  煙の中を通るなどの体験

コーナーを設けて、住民の方にいろいろと体

験していただいたり、住宅用火災警報器を展

示して、住民の方に設置・促進をＰＲしてい

るところです。  

竹田委員   例えば、私どもの校区では、住民大運動会の

ときに消防車を展示して、いろいろな消防訓

練の一部を実演していますが、そういったも

のも消防の広場というのですか。消防の広場

というのは、展示したり、説明したり、さわ

ったり、そういった場のことですか。 

消防局長   かたい決め事とはしておりませんので、消防

に関した火災予防や防災水害対策のことなど

何らかのものがあれば。もちろん今委員がお

っしゃられましたような車両の展示  例えば

はしご車の試乗体験や細いホースでの放水体

験のようなものはお子さんには人気のコーナ
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ーですが、そういったものをひっくるめて、

何かをやっていれば消防の広場、消防のコー

ナーというような形でやらせていただいてお

ります。これとこれとこれがメニューとして

あって消防の広場だ、というものは決めてい

ないということで御理解いただければと思い

ます。 

竹田委員   ４００カ所以上の会場で開催されているので

すが、仕組みとして、年間計画なり、あるい

はそれぞれの消防分団がこういった企画をし

ようということでやるわけですか。 

消防局長   先ほどどこかでお話が出ましたけれども、春

と秋の火災予防運動期間中には必ず消防総合

訓練  いろいろな校区が持ち回りでやってい

るわけですけれども、それは計画的にやって

おります。また、消防団の方たちも、今回は

地元の小学校でやりたいみたいなことの計画

については独自に分団のほうでしておられま

すし、個々に計画を持ってやっておりまして、

結果的にこれだけのものが積み上がったとい

うことでございます。  

堀江委員   消防局にはまさに消防力の充実強化というこ

とで、本当に日々御尽力いただいていること
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に大変感謝を申し上げます。その中で、平成

２８年度でこれを頑張ったというものがあれ

ば、決算の額から見るのではなく  見てもい

いのですが、平成２８年度に限って、これは

頑張ったと自信を持って言えるものは何です

か。いろいろな形でいろいろなことをやって

いらっしゃるので、大変ありがたいのですが。 

消防局長   今の御質問は非常に返事に窮する御質問なわ

けですが、消防の事業の性格上、どちらかと

いいますと、こちらのほうから打って出ると

いうのはあまり多くないわけでございます。

割と待つという部分が多いわけですが、そう

言いながらも、例えば火災予防や火災予防の

広報啓発、また救急出動が当分の間わずかな

がらも増加傾向  長期的に見ればいつかは人

口減とともに下がってくることもあると思い

ますが、当分の間は増える傾向にございます。

１６台の救急車を運用しておりますけれども、

増えた場合には、当然のことながら、現場到

着時間がわずかずつでも遅れていくというこ

とは自明の理でございますので、救急車の適

正な利用方法を訴えさせていただくなど、こ

ちらから働きかけるようなことも多分にある

わけでございます。ただ、消防の予算は四十

数億円ありますけれども、ほとんど  ほとん
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どと言ったら語弊がありますが、３０億円以

上は人件費なので、大体１０億円という中で

何かやっている  車両も２００台ございます

し、計画的な更新をしなければいけません。

先ほど赤星委員から、分団の器具置き場をも

っとたくさん建てかえたほうがいいのではと

いう御指摘もございましたけれども、やはり、

日本国内中で建設費も高騰しておりますし、

８８カ所の中で３カ所、４カ所実施したいの

はやまやまでございますけれども、単純なこ

とを言いますと２カ所であれば４４年に１回

更新できるということも考えて、それはそれ

である程度許容できるような箇所数なのかな

ということもございます。また、消防団では

なく私どもが勤めております消防署庁も全部

で１７拠点ございますが、その中には昭和５

６年以前に建てた建物がまだ何カ所か残って

おります。そういったものも建てかえていか

なければなりません。平成２８年度につきま

しては、何年間かやっておりました無線のデ

ジタル化というものがようやくひと段落して、

懸案だった八尾消防署に取りかかったという

ことが、金額的にも一番大きいところかなと

思います。おかげさまをもちまして、先般、

竣工式をさせていただきまして、本格運用に

入ったところでございます。金額的にも内容
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的にも、これと申し上げる目玉みたいなもの

はちょっと難しいかなというふうに御理解い

ただければありがたいです。  

堀江委員   大変ありがとうございます。さまざまな面で

御苦労なさっていることがよくわかりました

ので、今後もまたよろしくお願いします。 

消防局長   申しわけございません。ちょっと手間取って

おりましたが、先ほど舎川委員から御質問い

ただきました国庫支出金、補助金  要は国費

がどれだけ消防費の歳入にあるかという御質

問でございましたが、歳入の国費分は３，６

４０万円ほどでございました。 

髙田委員   応急手当普及啓発事業の中に、応急手当普及

員バンクの登録者とともに普通救命講習を行

ったとあるのですが、このバンクに登録され

ている人数は大体どのくらいかわかりますか。 

警防課長   現在のところ、１９８人の方が富山市のバン

クに登録しておられます。 

髙田委員   委員会資料に普通救命講習等の開催というこ

とで５７６回と書いてありますけれども、応

急手当普及員用の講習というものも、別途さ
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れていると考えていいのですか。それについ

ての内容がわかれば教えてください。 

警防課長   記載されている講習回数と受講者数につきま

しては、今ほど言われました応急手当普及員

分も入っております。  

髙田委員   含んだ数ですね。 

警防課長   すみません、訂正いたします。応急手当普及

員と指導員の講習は入っておりません。この

数字の中には普通救命講習と救命入門コース

というものが入っております。 

髙田委員   応急手当普及員講習が何回で、受講者が何人

で、幾らくらい経費がかかったかということ

はわかりますか。  

警防課長   平成２８年度の応急手当普及員講習は４回で

受講者が３８人です。指導員のほうは１回で

５人です。  

髙田委員   その４回にかかった事業経費も教えていただ

きたいのですが。  

警防課長   指導員講習、応急手当普及員講習はテキスト
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代がかかっておりますが……  

消防局長   テキストにつきましては、受けられる方に自

費で負担していただいておりまして、講師に

立ちます職員の人件費  当番員の途中で行え

ばゼロでございますし、非番であれば、時間

外勤務手当が出ております。  

髙田委員   わかりました。あと１つ教えていただきたい

のは、少年消防クラブ員にＢＦＣバッジを授

与することがありますけれども、それは幼

年・少年消防クラブの育成の経費がこのバッ

ジの経費と考えてよろしいのですか。 

予防課長   今ほど委員がおっしゃられたとおり、幼年・

少年消防クラブの育成の事業消耗品の中にＢ

ＦＣバッジが入っております。 

委員長    ほかによろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

委員長    ないようですので、以上で質疑を終結いたし

ます。 

これをもちまして、消防局所管分の決算審査

を終了いたします。 
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消防局の皆さんは、退室願います。 

説明員を交代いたしますので、しばらくお待

ちください。 

〔消防局退室／市民生活部入室〕  

委員長    これより、市民生活部所管分の決算審査を行

います。 

      認定第１号  平成２８年度富山市一般会計歳

入歳出決算中、市民生活部所管分  

を議題といたします。  

      これより、当局の説明を求めます。  

市民生活部長 〔挨拶〕 

市民生活部次長 〔主要施策成果報告書及び 

      委員会資料により説明〕 

委員長    これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。  

村石委員   まず、主要施策成果報告書４６ページ、委員

会資料１ページの地域振興費についてです。

何を伺いたいかというと、地区自治振興会に

財政援助職員が配置されています。この方へ

の年間の補助金は幾らですか。 
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市民生活相談課長 地区センターにおります自治振興会の財政援 

助職員の助成金は、年間約１８４万円でござ

います。 

村石委員   それはあくまで賃金の助成金ということで、

細かい賃金や労働条件は当然、雇用主である

地区自治振興会と雇われている方で決めると

いうことになっています。ただ、労働契約法

の関係で５年間継続して雇用している場合に

は、本人の申し出によって正規職員化しなけ

ればならないという規定があります。このこ

とは周知されているのですか。 

市民生活相談課長 各地区センターにおける、自治振興会と財政 

援助職員さんの雇用契約でございます。この

雇用契約につきましては毎年更新される場合

もございます。５年間ということにつきまし

ては、それぞれの自治振興会の裁量の範疇か

というふうに思っておりまして、今こちらか

らそういった指導は特にございません。 

村石委員   例えば、シルバー人材センターで働いている

方の雇用  当然、助成金が出ているわけです。

福祉保健部はその助成金を出している以上、

関係法令に違反しないようにしてくださいと

指導をしていると思うのですが、結局、市民
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生活相談課としてもそういった助成金を出し

ている以上は、関係法令に違反しないように

と指導すべきではないのですか。  

市民生活相談課長 おっしゃるとおりでございます。関係法令に 

ついては、順守するようにということは指導

してございますが、今ほどおっしゃいました

５年間ということにつきましては、申しわけ

ございませんが、特段ここを守るようにとい

うような指導は今はしていないところでござ

います。 

村石委員   やはり指導すべきだと思いますが。  

市民生活相談課長 今後そのことにつきましては、十分確認をい 

たしまして指導を徹底してまいりたいと思い

ます。 

村石委員   ありがとうございます。よろしくお願いしま

す。続いて、高齢者サロンに助成をしている

ということですが、いろいろと調べてみたと

ころ、平成２６年度からこの事業が行われて

おり、長寿福祉課のいろいろな予防サークル

との関係が出てくると思いますけれども、そ

の辺はどういったすみ分けになっているのか、

どのように考えていけばいいのかを教えてい
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ただけないでしょうか。 

市民生活相談課長 まず、私どもの高齢者サロンでございますが、  

高齢者の外出機会の創出といった中から、地

域のコミュニティーの活性化を醸成するとい

うような目的を持って実施しているものでご

ざいます。他方、市社会福祉協議会ではふれ

あいサロン、いきいきサロン等を実施されて

おられますが、これらについては寝たきりの

予防や認知症の予防といった福祉の面が多い

のではないかと思っております。  

村石委員   私が調べた範囲では、長寿福祉課、介護保険

課……とにかく福祉保健部の中で、ふれあい

サロンなどを地域でやっている場合には助成

金を出しているわけです。それとの関係はど

うなのですか。同じような目的で事業をして

いるということですか、それとも違いますか。 

市民生活相談課長 あくまでも地域コミュニティーの醸成という 

ことを主眼としているところでございます。  

村石委員   ありがとうございました。続いてお聞きした

いのは、主要施策成果報告書４７ページの富

山市くらしの便利帳の作成についてです。こ

れは新しく転入したときに配付されるという
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ことなのですけれども、ホームページを調べ

たところ、市町村合併をした平成１７年度の

ものしか出てこないのですが、平成２８年度

の富山市のくらしの便利帳はホームページに

掲載できなかったのですか。  

市民生活相談課長 まず、くらしの便利帳につきましては、大体 

９８ページございます。非常にページ数が多

く、ホームページに掲載することは技術的に

は可能でございますが、現在はしていないと

ころでございます。それに補完するものとい

たしまして、タウンページという電話帳がご

ざいますが、実はタウンページの中にくらし

の便利帳を抜粋したものを約４０ページ掲載

させていただきまして、それを全戸プラス各

事業所に配布しているところでございます。

そういった形で周知をさせていただいており

ます。 

村石委員   今、市民生活相談課長が言われた電話帳につ

いて、配られていたので私も見ました。大体

約半分のページが掲載されていると考えれば

よろしいということですね。  

      次に主要施策成果報告書４８ページの交通安

全対策についてお伺いいたします。ここには、

高齢者運転免許自主返納支援事業を行ってい



27

て、自主返納を増やして高齢者の交通事故防

止に努めるということが記載されていますし、

富山市交通安全計画の中でも非常に詳しく書

かれています。ただ、前にも厚生委員会で指

摘したのですが、私も何回もシルバー交通安

全教室に出ていますが、そういった自主返納

を促すようなことは実際にはなかなか言われ

ていません。こういったチラシもありますが、

配られておらず、せっかく集まっていただい

た人にもっと積極的に自主返納を広めるとい

うことは、平成２８年度はされていないので

すか。たまたま私が出たところがされていな

かったのかもしれませんが、どうですか。 

生活安全交通課長 今ほどの地区の高齢者の交通安全教室で自主 

返納支援事業制度を周知していないのかとい

うことでございますが、現状ではこの制度の

周知につきましては、私どもの窓口でありま

すとか、運転免許センターの窓口でも周知に

努めていただいているところでございます。

交通安全教室でのこの事業の紹介につきまし

ては、例えばバスや電車といったものがあま

りないようなところでこの制度の周知という

のは、各地区の状況によっても事情が変わる

かと思います。ただ、今ほどの委員の御指摘

も踏まえまして、せんだっての厚生委員会で



28

もお答えいたしましたが、交通安全教室の内

容については適宜またその時々に応じまして

内容は検討してまいりたいと思います。 

村石委員   最後の項目にします。主要施策成果報告書５

０ページの「トヤマ  タウン トレッキング  

サイト」の整備について、公共施設の中にこ

ういったトレッキングサイトを整備している

ところは全国ではほかにもあるのですか。 

スポーツ健康課長 私の知る限りでは、こういった公共施設の中 

 いろいろな分野ではやっているとは思いま

すが、スポーツの分野ではこれしか知りませ

ん。  

村石委員   私が調べた限りではここしかないと思いまし

た。整備の目的は、健康保持・増進やみんな

が集い、そしてそこでなりわいもやっていく

というようなことを複合的にしたものだと思

います。結果的には、株式会社乃村工藝社が

担当することになったということで、この乃

村工藝社さんは日本橋とやま館やチューリッ

プ四季彩館も手がけていて、非常に実績のあ

るところだと思いますが、任せるに至った経

緯  プロポーザルなのか随意契約なのかをお

聞かせください。  
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スポーツ健康課長 株式会社乃村工藝社は、この「トヤマ  タウ  

ン  トレッキング  サイト」に、当初の計画

段階からかかわっておりまして、その運営に

つきましてもそういったノウハウを持ってい

るところであり、そのまま随意契約とさせて

いただいたところであります。 

村石委員   話を進めていく際の国の機関は内閣府ですか、

総務省ですか。国との話もあってこういった

ことになったのですか。 

スポーツ健康課長 財源につきましては、総務省になりますけれ 

ども、そういったところとの協議と乃村工藝

社とは別の話になります。 

市民生活部次長 現在のタウントレッキングサイトの財源は、 

今ほどスポーツ健康課長が申し上げました総

務省と、もう１つは内閣府の地方創生推進交

付金も入れております。つまり、総務省と内

閣府の２カ所から入っております。 

村石委員   最後にしますけれども、今、市民生活部次長

が言われたように、ある意味 悪い意味では

ないのですが、総務省と内閣府のお墨つきの

事業を開始されたということですけれども、

今後どのようになっていくのかを私たちも十
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分見ていきたいし、皆さんのほうでも見てい

っていただきたいということです。以上です。 

赤星委員   主要施策成果報告書４７ページの中山間地移

動販売支援試行事業について、最後のほうに、

「中山間地の住民が安心して住み続けること

ができる環境づくりに努めました」とありま

す。今、買い物が困難な方があちこちにおら

れるので、非常に求められている事業だと思

います。先ほどの補足資料にも大山地域と八

尾地域それぞれの補助金額と延べ利用人数、

売上金、対象世帯数、人口が載っております。

そこで、これは平成２８年度の試行事業でし

たが、どのように評価しておられるのかお聞

かせください。  

市民生活相談課長 この事業につきましては、まず八尾地域で最 

初に始めております。御存じのとおり、八尾

地域は非常に山の奥まで  八尾の中心部から

１７キロメートル離れている大長谷という地

区もございます。その地区は世帯数が３７世

帯でございまして、そういった地区を中心に、

いわゆる買い物が不便な方たちのためにこう

いった事業を始めたところでございます。御

利用されている皆様には、アンケート調査な

どもさせていただき、非常に好評を得ており
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まして、「また来たい」とか、「商品を届ける

ドライバーの方が「おばあちゃん、元気です

か」とか「何かほかに用事等はないですか」

といったようなことも声かけをしていて、今

度来てくれるのが非常に待ち遠しい」という

ような御意見などもいただいており、そうい

ったことで、平成２８年度から、さらに大山

地域のほうでも実施したところでございます。 

赤星委員   これは週に１回ですか。 

市民生活相談課長 週１回でございます。 

赤星委員   平成２８年度における、非常に喜ばられてい

る実態や試行事業の結果を受けて、今年度も

継続しているということでよろしいですか。  

市民生活相談課長 そのとおりでございます。  

赤星委員   一方で、地域住民組織と自治会や町内会、例

えば生協や農協さんなどの民間事業者とが一

緒になって、買い物が困難な方を支援する移

動販売や宅配などの事業体を立ち上げるとき

の補助メニューというものもあったと思いま

すが、平成２８年度の実績はどうなっていま

すか。 
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男女参画・市民協働課長 男女参画・市民協働課では、買い物が困難な 

市民を対象に、地域生活応援団設立支援事業

補助金の交付という形で事業をしております。

近くにお店がないとか、育児や介護で外出自

体が難しいなど、さまざまな事情で買い物を

困難に感じておられる方々に、ＮＰＯ等が商

業者と一体となって買い物代行サービスを提

供する地域生活応援団の設立を支援するとい

う補助金を持っております。これにつきまし

ては、柳町で平成２５年度に生活応援団とい

うふうな形で補助金を出させていただいてお

りますが、それ以降につきましては補助金の

申請等はない状況であります。 

赤星委員   この補助金の金額の上限は幾らですか。 

男女参画・市民協働課長 事業費合計金額の５０％以内で、上限１００ 

万円となっております。 

赤星委員   これは年間の運営費ではなくて、初期費用  

例えば車を購入するとか、そういったことへ

の補助でしたよね。 

男女参画・市民協働課長 立上げに必要な経費を支援するものでありま 

す。初期費用であります。 
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赤星委員   平成２５年度に１件だけ  たしかアピアです

よね  ありましたけれども、やっぱりその後、

御利用がないというのは、こういった形式で

何かをやりたいと思ってもなかなか難しいの

だと思います。私の近く  中山間地ではない

まちの中でも、スーパーが撤退したり、地域

で長年やってこられた八百屋さんや魚屋さん

がどんどんなくなって、買い物が不便だとい

う高齢者の方々のお声をあちこちで聞いてお

ります。そういった中で、例えば私の近くで

は生協本部が移動販売車を１台持っていて、

これがまちなかでも行くよと結構言ってくれ

まして、その地域でもお世話してくださる

方々がおられ、協力していただいて、週１回

の移動販売を実現されているところなどがあ

ることはあるのですが、今度は要望が多すぎ

て、移動販売車が１台では回り切れないとい

うことが起きているそうです。富山市の四方

地区や水橋地区、堀川地区や山室地区、それ

から八尾地域や山田地域まで、車１台で回っ

ていると。車を増やそうにも大変費用がかか

るので増やせないという実態があるというこ

となので、今後、中山間地でももうちょっと

増やせればいいと思いますし、もっとまちな

かでも  どこに住んでいてもこういう問題が

発生しておりますので、もっと使いやすいよ



34

うな補助メニューや方法をもっと研究してい

ただきたいなとずっと思ってきたのですが、

その辺はいかがでしょうか。  

委員長    今の質問については、平成２８年度の決算で

はないです。決算にあらわれていない数字で

すから。気持ちはわかりますが。ただ、今言

われた旧町村についての問題ですが、タクシ

ーや運輸会社がやっている事業で相乗りを認

めるというのは、山田地域と細入地域はその

状況になったと。ともあれ、このことについ

ては、一応意見として伺うことで、今の質疑

はなしにします。ただし、要望は要望ですか

ら。要するに補助金を出しやすいように検討

してはどうかとか、中身のことを言っておら

れますが、そのようなことは平成２８年度の

決算報告には出ておりませんので。 

赤星委員   平成２８年度に、今おっしゃった地域生活応

援団の設立の補助メニューがあるにもかかわ

らず、利用がゼロだったということも決算の

一部だと思うので、それについてはどのよう

に捉えておられるのか、御意見をお聞きした

いです。 

男女参画・市民協働課長 買い物の支援サービスについて、今、赤星委 
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員さんが言われたように、生協さんや移動ス

ーパー、社会福祉協議会の買い物バス事業、

八尾地域で業者さんによる買い物支援サービ

スなど、いろいろな形で取り組まれておられ

ます。いろいろなメニューがある中で、委員

さんが言われたように、補助金を出しにくい

面、使いづらい面もあるかもしれませんので、

繰り返しにはなりますけれども、内容につい

ては検討していなければならないのかなとい

うふうに考えております。 

委員長    今の赤星委員の質問なのですが、結果的に平

成２８年度にそういった形の相談はあったの

ですか。 

男女参画・市民協働課長 当課には相談はありませんでした。 

赤星委員   補助金の出し方については研究していかなけ

ればならないとおっしゃってくださいました

ので、課を超えて、ぜひ研究していただきた

いと思います。  

委員長    部長、何か答弁されますか。 

市民生活部長 基本的に私自身は、これを民の話だと思って  

います。行政は民業圧迫というか、民がやれ
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ることについてはやらない。中山間地はどん

どんどんどん撤退していって、やはり業者だ

ってペイができないことが生じているという

問題があります。実際、まちの中は先ほど話

が出ていたように生協があります。生協も県

生協ともう一つの生協の２カ所がありますし、

昔、生協は５世帯以上が一緒にならないとだ

めだったのが、今は個別宅配もするようにな

りましたし、柔軟に対応できるようになりま

した。また、これは他の県ですが、民間が行

政の支援に頼らずに中山間地を回っており、

本市の移動販売事業をもう既に民間がやって

います。たしか、その民間事業者が富山県内

にも進出してきました。したがって、民がや

れるところについては民がやっていただくべ

きだと思っています。しかし、それでも困っ

ている方がおられて、民にもなかなか手を出

せない部分については行政が支援していきま

しょうという形で、本市では中山間地のほう

を支援することとなりました。このことにつ

いては、昨年の１２月か９月議会で質問が出

ており、私も積極的に支援してまいりたいと

いう答弁をさせていただきました。その前提

条件は、住民の方の理解と協力があることと

業者がいるという２つのことです。やる以上

は業者の方も手を引くようなことにならない
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ためにそれなりの収入がないとだめですし、

本市としても、せっかく自分のところに来て

いただくのだから、住民の方に利用していた

だけるようにしていかなくてはならない。実

際、この数字を見ていただくとわかるように、

正直な話、利用されていないのです。せっか

く事業をしているにもかかわらず、特に八尾

地域はどんどんどんどん数字が減ってきてい

ます。やはり、皆さんには利用していただく

ようにということをお願いしたいので、皆さ

んの理解と協力が必要です。そういった意味

で、成り立つようであれば、どんどんどんど

ん積極的に支援していきたいし、もっとほか

にもそういった事態が生じれば、そういった

ことも検討しないといけない。まちの中にお

いてはまだまだ民間がいっぱいある中で、ど

こまで市が支援するのか。何でもかんでも市

が支援すると、本来の民間が逆にまた手を引

いていく可能性があるのです。以前、自分た

ちの近所に全部  八百屋さん、魚屋さん、ス

ーパーがあったのに、自分たちがその店で買

わないからなくなったわけで、自分たちの地

元にあるお店を大切に使うということがやは

り必要なので、そういった意味で今、地域生

活応援団というのは、地域住民がその地域に

あるスーパーと契約してやろうという形にな
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っております。一定の約束事といいますか、

やっぱり、自分たちがそこで買うという前提

で成り立っているわけで、そういったことが

約束されないで、ただただ市が補助金を出す

ということではないと思います。やはり、住

民の方がそこで買うので、お店のほうも協力

していただけるという体制を整えることが大

事だと思っております。そういった形が整え

ば支援していきたいというふうに思っており

ます。ですから、何でもかんでも支援するわ

けではなくて、ある程度、一定の条件が整備

された場合にやっていきたいなというふうに

思っております。  

大島委員   住居表示費について、役務費と需用費があり

ますが、その内容を教えていただけませんか。

富山市一般会計・特別会計歳入歳出決算書及

び事項別明細書の２６８ページ…… 

市民生活相談課長 住居表示費につきましては、まず需用費でご 

ざいますが、住居表示用のプレートがござい

ますので、そのプレートの購入費でございま

す。また、通信運搬費につきましては、郵便

料でございます。そのプレートを町内会へお

届けするための郵便料でございます。 
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大島委員   郵便費とプレート代で１億４，６００万円と

いうことですか。  

      （「 １４万６，０００円」と発言する者あ

り）  

大島委員   単位は円ですね。失礼いたしました。  

竹田委員   まちの環境美化推進について、美化推進巡視

員の日常的な活動及び活動レポートを提出す

る義務などについて伺います。 

生活安全交通課長 美化推進巡視員さんの日常的な活動としまし 

ては、地域におけるたばこの吸い殻や空き缶

拾い等の清掃活動、あるいは地域を巡回して

立て看板・張り紙等の違法な広告物があれば

関係部署に連絡していただいたり、さらに路

上のたばこの吸い殻や空き缶等のごみ拾い、

あるいは電柱等におけるチラシの回収・廃棄

といったことが日常の活動になっております。

これらの活動につきましては、市のほうに定

期的に報告をいただくということには現在特

にしておりませんので、それぞれの地域にお

きまして、そういった活動に従事していただ

いているという形になっております。 
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竹田委員   承知しました。もう１つは主要施策成果報告

書１３８ページの少年指導センター費ですが、

補導状況の表を見ると、その他の件数が圧倒

的に多いわけです。したがって、何が補導要

因になっているのか、その他の区分をもう少

し見直してください。その他が一番多いとい

うのは、表として成立するのかなと思います

ので。これは要望です、改善してください。  

委員長    趣旨として、その他というのは。 

生活安全交通課長 表には喫煙・飲酒や夜遊び、交通非行、立ち 

読み等幾つか具体的な項目を記載しておりま

すが、それらに当てはまらない……。 

市民生活部長 かつて１０年ほどこの仕事をしていたので言  

いますが、基本的には声かけです。別に非行

をしているわけではないけれども、夜の時間

帯あるいは飲み屋街というか適切ではないよ

うな場所を回って子どもたちに声かけをして、

子どもたちが悪いことをしているのではない

けれども、巻き込まれる可能性があるという

場合もあるため未然に防ぐと。実際、少年補

導・指導員は逮捕とか何かをするわけではな

いので、そういった子どもたちを守るために、

未然にそういったことを防ぐための声かけを
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積極的にさせていただいています。ですから、

具体的にこういった非行事項に当たらない声

かけのほとんどがその他に入っているという

ふうに捉えていただきたいと思います。 

竹田委員   非常に大事な指摘があったものですから、そ

れであれば、わかるように何らかの形で改善

をお願いします。  

堀江委員   主要施策成果報告書４８ページの交通安全対

策について伺います。交通安全週間運転者講

習会というものがございますが、これは、ど

この主催ですか。市から何か補助金などが出

ているのですか。運転者講習会は地元の各支

部でやっていると思いますが、これは市とし

て助成や補助……。 

市民生活部次長 もう一度、どこの箇所ですか。  

堀江委員   交通安全対策について、主要施策成果報告書

の中には書いてないのですが、自動車運転者

講習会というものを毎年度やっておられます

か。富山市として補助や助成をしていますか。 

生活安全交通課長 私どものほうでは、高齢者や幼児を対象にし 

た交通安全教室というものはやっております
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が、運転者向けの講習会といったものは……。 

堀江委員   交通安全協会と富山市の関係について、助成

や補助はどうなっていますか。 

生活安全交通課長 交通安全協会に対しましては、市から補助金 

を執行しております。また、交通安全にかか

る啓発活動や交通安全週間等におけます街頭

でのキャンペーンといった活動は、交通安全

協会さんと連携して従事しております。 

堀江委員   私は毎年、自動車運転者講習会に参加させて

いただいていますが、参加者の方々は本当に

まじめな高齢者の方が多くて、それも平日の

夜の開催です。雨が降ろうと風が強かろうと

参加しておられます。目的は高齢者の交通事

故の防止でありますが、運転者は高齢者のみ

ならず、全ての方が対象ですけれども、参加

者のほとんどが高齢者で、本当にまじめな方

が来ておられます。この方々こそ、来られな

くてもいいのではないかなと思う場面がいっ

ぱいあるわけですが、そういった交通安全協

会が主催している会合についても富山市とし

て実態を調べていただいて、もっといい方法

が何かないものか  参加者を増やすとか開催

時間など、考慮していただきたいと思うこと
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が多々ありまして、その実態は掌握しておら

れないですか。  

生活安全交通課長 先ほど申し上げましたように、交通安全協会 

さんには市から補助金を出しておりまして、

その補助金の報告書の中で活動内容について

把握しているところでございますが、今ほど

委員さんが御指摘の内容、実態等については

今後、我々のほうも把握に努めていきたいと

思っております。  

堀江委員   ぜひ把握していただいて、交通安全協会に提

案なり指摘をしていただきたいと思います。  

村石委員   今のことに関して、意見を言ってもいいです

か。実は、私は交通安全協会の世話をしてい

ます。交通安全協会で自動車運転者講習会を

する際、必ず警察署から警察官が来て講話を

聞いたりＤＶＤを見たりします。運転教育セ

ンターで交通安全協会に入ったらカバーとか

カードがもらえますが、そのカードに講習を

受けましたという判こを押してもらうという

取組みをしています。それは多くの交通安全

協会の支部でやられています。だから、交通

安全協会から総会資料が届いたら、自動車運

転者講習会は何回やったかということが必ず
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記載されていますので、当局の皆さんも把握

することはできると思います。 

委員長    すみません。交通安全協会の件については、

平成２８年度決算で補助金が幾ら出ていてど

うなっているかという内訳があるのであれば

その説明と、自動車運転者講習会がどういっ

た形で何回開かれているのかというデータを

補助金についての決算報告で一度確認してみ

てください。平成２８年度のデータとして。

それについて、一応お願いしておきます。自

動車運転者講習会の中身については、交通安

全協会が行っていることなので、交通安全協

会に対するというよりも補助金がどのように

使われているのかということについては、一

応、所管課としてチェックしてください。も

しあれば、平成２８年度分の報告をひとつお

願いいたします。市民生活部長、それでよろ

しいでしょうか。  

市民生活部長 わかりました。  

堀江委員   委員会資料の最後の体育施設管理運営費につ

いて伺います。常願寺川パークゴルフ場供用

開始ということで平成２８年９月から始まり

ました。皆さん大変喜んでおられて、利用実
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績も大変上がっておりますけれども、この利

用実績に対する見解をお聞きしたいと思いま

す。  

スポーツ健康課長 昨年９月１日から供用開始しております常願 

寺川パークゴルフ場は大盛況でありまして、

大体平均して月に２，０００人ほどの方が利

用されておられます。富山市のパークゴルフ

場で大体月に１万人ほどなので、それに比べ

れば１８ホールですし、大変盛況です。特に

立山町や上市町など、常願寺川を越えて利用

されている方も結構おられまして、そういっ

た交流も含まれているのかなと思います。今

後もっと来ていただけるように、こちらとし

てもまたＰＲに努めていきたいと思います。  

堀江委員   その中で、さまざまな課題や提案などをお聞

になっておられますか。 

スポーツ健康課長 河川敷にあるということで、とても風が強く 

て、建物が建てられないなどの制限はござい

ますけれども、いろいろな管理をお願いして

おります地元の藤ノ木パークゴルフ協会さん

とも連携を密にしながら、改善について日ご

ろから意思の疎通を図っておりますので、ま

た来年度も一緒にやっていきたいと考えてお
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ります。 

堀江委員   よろしくお願いいたします。 

赤星委員   主要施策成果報告書４８ページの消費者対策

のおいしいとやま食べきり運動についてです。

私は始まったときからすごくいい取組みだな

と思っていまして、昨年、環境大臣会合でも

食品ロスの問題が大きなテーマになりました

けれども、今は市役所の食堂のテーブルの上

にもキリンさんの何というのでしょうか  あ

れが置かれるなど、以前よりさらにみんなが

意識するような取組みをしておられるなと思

って見ております。そこで、この取組みの評

価についてはどのように図っておられるのか。

数量的にというものはなかなか難しいと思う

のですけれども、どんなふうに捉えて、どん

なふうに評価しておられるのですか。 

消費生活センター所長 この効果につきましては、なかなか捉え方が 

難しいと思っているわけですけれども、一応

この運動は食べ物を食べきるという意識を浸

透させることが目的というふうに考えており

ますので、認知度といいますか、そういった

ことをアンケートによって捉えるというふう

に考えております。今のところ、イベントな
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どでアンケート調査をしまして、認知度につ

いて調査をしているところでございます。 

赤星委員   大人の宴会で、乾杯をしてすぐに「まあまあ

まあまあ」とお酒を注ぎに回ってお話をして

いて、料理をいただく暇がほとんどないとい

うことが一番いけないと思います。２０１０

運動でしたか、これをもっとしっかりやって

いかなければならないと。議員と当局の懇親

会でも、もっとしっかりとやらないといけな

いと思いますし、今後さらに効果的な取組み

を進めていただきたいと思います。２０１０

運動の取組み状況というのは、いかがですか。 

消費生活センター所長 富山市では、宴会が始まってから２０分間と 

終わる前の１０分間につきましては、たべキ

リンタイム  食べること、飲むことに集中し

てもらうという広報に努めておりまして、昨

年は市内の飲食店を回りまして、そういった

取組みについて広めてもらうようにお願いし

ております。今後もそういった取組みが広ま

るよう努めてまいりたいと考えております。  

委員長    ほかにありますか。  

      〔発言する者なし〕  
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委員長    ないようですので、以上で質疑を終結いたし

ます。 

これをもちまして、市民生活部所管分の決算

審査を終了いたします。 

市民生活部の皆さんは、退室願います。 

説明員を交代いたしますが、ここで１０分間

休憩を取ります。  

午後３時１５分  休憩  

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

          午後３時２５分  再開  

委員長    それでは、時間になりましたので、これより、

環境部所管分の決算審査を行います。 

      認定第１号  平成２８年度富山市一般会計歳

入歳出決算中、環境部所管分  

      を議題といたします。 

      これより、当局の説明を求めます。  

環境部長   〔挨拶〕  

環境部次長  〔主要施策成果報告書及び  

      委員会資料により説明〕 

委員長    これより、質疑に入ります。 

      質疑はありませんか。 
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村石委員   ３点お話を伺います。１つは主要施策成果報

告書５０ページの「また」の段落です。「事

業系ごみ対策として、事業系一般廃棄物減量

計画書の提出対象事業所に対し」とあります

が、どのような事業所が提出対象事業所にな

るのか、教えてください。 

環境センター次長 事業系一般廃棄物減量計画書の提出対象事業 

所につきましては、条例で定めているわけで

すけれども、特定建築物  用途面積が３，０

００平米以上の事業所が約１６０事業所、大

規模小売店舗 店舗面積が１，０００平米を

超える店舗が５０事業所です。また、今言い

ました特定建築物と大規模小売店舗を兼ねる

施設が４９事業所です。加えて、市長が定め

るものという規則で定めている金融・証券・

保険会社等、要は紙などを大量に使うような

事業所が１４８事業所、一般廃棄物の処分量

が年間５０トンを超える事業所ということで

７８事業所を指定しており、全体で４８５事

業所になります。  

村石委員   今ほどいろいろな事業所の数を教えていただ

きました。研修会を開いたということですが、

出席率はどのような感じだったのですか。 
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環境センター次長 出席率についての数字を持ち合わせておりま 

せん。 

村石委員   概数もわからないのですか。もしわからなけ

れば、後から提出というお願いはできますか。 

委員長    その件については、後からまた資料の提出を

お願いします。  

村石委員   ２点目は主要施策成果報告書５１ページの資

源物ステーションについてお尋ねいたします。

休業日がホームページに記載されています。

悠久の森フェスタが実施されるときとおわら

風の盆が実施されるときだと思いますが、こ

の２つの事業は通常行われるとして、分別の

仕方が書いてあるポスターに、そういった日

には回収しませんということは記載されてい

ませんでした。実際私が行ってみたら休みで、

栗山のところまで持って行ったこともあった

ので、わかるようにしっかり周知することが

必要だったと思いますが、どうですか。 

環境センター次長 特定の行事で毎年決まっているものと、ある 

地域によっては年度が進んでから事業をやる

といった臨時的なものがございます。年度当

初というか、分別の仕方については３年に１
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度お配りしているものなので、なかなか記載

が難しいため、その都度ホームページや各ス

テーションで、掲示させていただいておりま

す。  

村石委員   分別の仕方についてのポスターは３年に１回

の配布ということはわかるのですけれども、

カレンダーは毎年配布されているわけです。

できるできないは検討していただければいい

のですが、初めからわかっている分について

は記載してあるほうがわかりやすいし、また

は、詳しくはホームページでごらんください

というようなことができていればよかったな

と思いますが。  

環境センター次長 今ほど委員がおっしゃられましたことを、今 

後また検討してまいりたいと思います。 

村石委員   ありがとうございます。あと１点ですけれど

も、主要施策成果報告書５２ページの環境未

来都市推進事業について、「第２次環境未来

都市計画を策定しました」と記載してありま

して、その概要版を見せていただきました。

この中の１１番に「呉羽丘陵にフィールドミ

ュージアムを形成」ということで、呉羽丘陵

の里山空間を活用した再生可能エネルギー導
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入や市民の体験学習の場としても活用します

という記載があります。どういったことなの

か、具体的にイメージができるように教えて

いただけないですか。  

環境政策課長 公園緑地課のほうで実施されておりますので、  

詳しいことはちょっとわかりません。すみま

せん。 

委員長    今度、公園緑地課に質問してください。 

村石委員   わかりました。最後にしますけれども、呉羽

丘陵の中にはファミリーパークがあるわけで

すが、ファミリーパークでニホンライチョウ

の取組み  二ホンライチョウの人工飼育事業

が行われています。この人工飼育事業という

のは、環境未来都市の事業の１つとして検討

はされなかったのですか。 

環境政策課長 検討はしておりません。 

村石委員   ニホンライチョウがだんだん減少してきたと

いうのは環境が変化してきたからだと思いま

す。そして今度はニホンライチョウを人工飼

育していく中で、環境をどのようにしていく

のかというようなことは、私の考えから言う
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と環境未来都市の中で検討すべきであったの

ではないかと思いますが、どうですか。 

環境部長   この第２次環境未来都市計画を策定するに当

たりましては、環境部や環境政策課が１から

１００まで絵を描いたということではござい

ません。各部局に、「今度第２次の計画をつ

くるのですがぜひ計画に載せてください」と

いうようなヒアリングや照会をしたものを集

約して、それを全部載せるということではな

く、「じゃあこれは第２次でいこうか、これ

はちょっとそうじゃない」みたいなキャッチ

ボールをしながらできたものがこの第２次環

境未来都市計画でございます。二ホンライチ

ョウの件は建設部の所管になろうかと思って

おりますけれども、当て込んでなかったから

載せなかったというのはそれでいいのか、環

境部でもっと主体的にしなくてもいいのかと

いうような御趣旨のお尋ねだろうなと思って

おりますけれども、生き物が相手の話でござ

いまして、環境と直接関係があると言われれ

ばそうなのかもしれませんが、非常にテクニ

カルなところで今やっておられる部分でもご

ざいますので、建設部さんもそういったこと

で、特に今回の改定では見送られたのかなと

いうこともございます。自然の生態系の中と
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は少し違ったところ  ファミリーパークの中

での人工飼育というようなことだと理解して

おりますので、そこら辺を環境とどう結びつ

けられるのか。これで第２次の計画は今でき

ましたので、途中で改定するというようなこ

とは５年間はございませんけれども、特に環

境未来都市計画というカテゴリーの中で、ど

の分野に位置づけられるのかなということに

ついては、当然それぞれの部局 環境は環境

部の立場、建設部はまさにライチョウの飼育

の立場でそれぞれ知見を持ちながらというこ

とかと思っておりますので、お答えになって

いるかどうか、なかなか甚だなところがござ

いますが、結論的にはそんなことだろうなと

いうふうに思っております。環境部からもう

少しイニシアチブをとってというようなこと

も質問の御趣旨としてはあるとは思いますが、

とは申せ勝手にということもございませんの

で、御理解をいただければなと思っておりま

す。  

村石委員   最後にしますけれども、環境部長が言われて

いることもわからなくはないので、本当にな

かなか気の長い話でもあります。しかし、本

当は大切なことなので、今年度の話ですが、

２つの新聞社が企画をして報道していますし、
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ぜひ建設部とも連携を図りながら検討してい

ただきたいという要望と受けとめていただけ

ればと思います。  

赤星委員   主要施策成果報告書１５７ページの塵芥処理

費について、富山地区広域圏事務組合負担金

の中の新ごみ処理施設元利償還負担金等が８

億８，９４８万３，０００円です。これはク

リーンセンターのことですよね。元利償還が

何年から何年までで、元金と利息はどのよう

になっているのかお答えください。 

委員長    今すぐ出ますか。資料はありますか。なけれ

ば、改めてもう一回出してもらいますので。  

環境センター次長 後ほど提出します。 

委員長    では後ほどお願いします。  

赤星委員   その下にある不燃焼物処理費の最終処分場維

持管理費について、これは山本最終処分場で

すよね。何年か前に私がこの委員になったと

きに、山本最終処分場はあと何年使う予定で

すかとお聞きしたら、あと１００年は大丈夫

と答えられてびっくりした覚えがあります。

一旦契約が終わったそうですね。それで市が
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更新手続をしたいと説明に来たときに、「あ

と１００年は大丈夫と言っていたが、本当な

のか」と地元町内会の住民の方々から聞かれ

ました。決算特別委員会で聞いてみたら本当

にそういった答弁をされてびっくりしました

が、平成２８年度時点ではどのようなことに

なっていたのですか。  

環境センター次長 本年３月に地元の山本町内会と覚書を調印さ 

せていただいたのですけれども、１０年間  

平成４０年３月までの延長ということでお願

いいたしました。今現在の埋立て量と残余容

量はもうしばらくは余裕があるとはいえ、い

ろいろな情勢 大規模災害が起きればすぐに

いっぱいになってしまいますし、その辺の見

込みにつきましては、現時点では立たないと

いうことでございます。 

赤星委員   焼却灰ですけれども、富山市が処理する量が

どれだけか、また山本最終処分場にはどれだ

け持ち込まれているのかわかりますか。 

環境センター次長 広域圏のクリーンセンターで焼却しておりま 

すごみにつきましては、民間の最終処分場に

搬入されております。今現在、山本最終処分

場に搬入しておりますのは、要は側溝汚泥等
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や剪定枝、公園の草などであり、約２００立

米から３００立米です。埋立ては今現在はそ

ういった形で大体３００立米から４００立米

前後で推移しております。 

赤星委員   クリーンセンターで発生した焼却灰は民間の

最終処分場にと今おっしゃいましたが、その

量や民間のどこなのか、そういったことを教

えていただきたいのですが。   

委員長    富山地区広域圏事務組合での処理の問題です

よね。それは今、環境部では把握していない

です。 

赤星委員   していないのですか。 

環境部長   今の御質問は広域圏のクリーンセンターで焼

却した灰の処理についての御質問だろうと思

っておりまして、それは広域圏の持ち分とい

うかテリトリーの事柄だろうなというふうに

思っております。  

赤星委員   先ほど主要施策成果報告書のどこかの説明の

中で、富山市が持ち込む分、搬入が減ったと。

これはごみを広域圏のクリーンセンターに持

ち込む分が減ったということですか。わかり



58

ました。ごみが減ったということですね。 

委員長    ごみが減量して広域圏の負担金が減ったとい

う捉え方です。  

赤星委員   わかりました。続きまして、同じ不燃焼物処

理費の中の北代緑地ふれあい事業費について

伺います。すみません、今までこれについて

あまり気がつかなかったのですけれども、き

ょう事前にもちょっとお聞きしたりしていた

のですが、地球温暖化対策事業負担金で５，

５００万円余りが出ていますけれども、これ

はどういったものなのか御説明をお願いしま

す。  

環境センター次長 北代緑地ふれあい事業のこの負担金につきま 

しては、昭和５７年度から平成９年度まで一

般廃棄物の最終処分場として埋立てを行って

いました北代の最終処分場を、国の地球温暖

化対策緑地建設譲渡事業を活用して都市公園

として整備したということでございます。こ

の事業費につきましては、１８億６，０００

万円余りがかかっており、その内訳といたし

まして、国の補助金で７億５，０００万円余

り、あと市の負担と借入金という形で支出し

ております。この借入金の償還について、相
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手先が独立行政法人  国の団体なものですか

ら、償還金という形ではなく、負担金という

形で毎年、２０年間支払っていくという形に

なっております。  

赤星委員   元金と利息、総額はそれぞれでどれだけにな

るのですか。 

環境センター次長 元金は８億７，８０２万２，０００円で、利 

息が１億５，４１１万２，０００円、消費税

相当額が３，８００万円余りということで、

全体では１０億７，０２２万７，０００円を

償還していくものでございます。  

赤星委員   利率はどれくらいなのですか。金融のプロも

おられますけれども。  

環境センター次長 年利１．６％です。その他補助金等も入りま 

すので、できるだけ有利なものということで

やっております。  

委員長    これはあと何年で償還が完了しますか。平成

９年に完成しているので、２０年だと。 

環境センター次長 平成２８年度決算では１３年分です。 
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赤星委員   今、年利１．６％と言われました。最初から

この率ですか。借りかえなどはされたのです

か。繰上げ償還などはどうですか。 

環境センター次長 今まで一度も借りかえ等はございません。２ 

０年間での償還でございます。 

赤星委員   もっと低い利率のものに借りかえできないも

のなのですか。  

環境センター次長 これを借りるに当たって、国の補助が８億円 

余り入っており、その辺も含めまして一番有

利ということで判断したものと思われます。  

赤星委員   正式な国の団体名はわかりませんか。  

環境センター次長 独立行政法人環境再生保全機構でございます。  

赤星委員   今すぐにはわからないかもしれないのですが、

利息の軽減・節減のために借りかえや繰り上

げ償還などができないものか調べていただき

たいと思います。  

委員長    一応、検討してまた教えてください。  

大島委員   主要施策成果報告書１５８ページの生活環境
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費の納骨堂管理運営委託料等ですが、納骨堂

はどのくらいの利用があって、あと残りはど

のくらいなのかお聞きしたいのです。最近、

墓の管理ができないということで墓じまいを

されて、納骨堂を利用される方がたくさんい

らっしゃるものですから、あとどのくらい残

りがあるのか把握されていたらお願いします。 

環境保全課長 納骨堂の施設につきましては、種類が３種類

ございます。１つは仏壇の形によく似た直

接参拝壇が４４７壇ございます。それから

間接参拝壇といいます、ちょっと小さなロ

ッカー状のものが６００壇ございます。そ

のほかに合葬する施設がございまして、そ

ちらは１万体が入るような施設になってお

ります。平成２８年度の申請状況で申しま

すと、直接参拝壇・間接参拝壇・合葬とい

う形での申請は４５件、直接参拝壇・合葬

という組合せでは２０件、間接参拝壇・合

葬という組合せでは２９件、合葬  ここで

は実際お骨を入れるというようなケースと

あらかじめ生前に申請するケースがありま

して、直接遺骨をという申請は１０３件、

生前という申請は５２件という状況になっ

ております。申請状況については以上でご

ざいまして、現在に施設で預かっている利
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用状況としましては、現在の直接参拝壇に

つきましては３７４体、間接参拝壇につき

ましては６００壇に対して１４８体、合葬

施設につきましては１万体に対して８００

体の受入れ状況となっております。 

大島委員   １，０００体ですか、１万体ですか。  

環境保全課長 合葬は１万体に対して８００体というような 

状況であります。  

大島委員   直接参拝壇は４４７壇で３７４体ですからも

う残りわずかですが、それは１０年たったら

合葬のほうへ移動されて、あきが出るという

形でよろしいでしょうか。 

環境保全課長 期間につきましては、直接参拝壇は６年で使

っていただいております。間接参拝壇は４

年、合葬はずっとということになります。

直接参拝壇につきましては６年使われた後

に間接参拝壇に移動される方や合葬に移動

される方、あるいは直接参拝壇から合葬に

移動される方がおりますので、一定期間使

われるとそこがあいてくるというような使

用方法になっております。 
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大島委員   それでは今後１０年程度は足りなくなるとい

うことはないという見込みでよろしいですか。 

環境保全課長 ６年でございますので４４７壇としますと、

おおよそ年間７０件から８０件くらいの申

請状況であれば回っていくというようなこ

とかと思います。現在、大体４０件から５

０件余りの間で動いておりますので、しば

らくはやっていけるかなというような状況

だと思っております。  

赤星委員   主要施策成果報告書１５８ページの斎場管理

費について伺います。市内斎場は市斎場と北

部斎場、大沢野斎場、婦負斎場がありますけ

れども、式場・会館利用状況は式場３件、会

館２３２件となっています。斎場別の内訳は

わかりますか。  

環境保全課長 こちらに記載しておりますのは、富山市斎場 

の式場棟と会館棟でございます。北部斎場に

はこういった施設はございません。それから

大沢野斎場と婦負斎場にも休憩室というよう

なところはございますけれども、目的が休憩

ということですので、今のところどれだけ使

用していたかわかるようなデータは持ち合わ

せておりません。こちらは条例の中で記載さ
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れている施設でございます。  

赤星委員   式場の利用件数が３件しかないので、せっか

くある施設なのに利用が随分少ないなと思い

ますが、これは施設が老朽化していることや

使いづらいということが原因なのでしょうか。 

環境保全課長 式場棟につきましては、昭和４０年代初めご  

ろにできている施設でございます。その当時

の葬儀習慣というのは、地域の公民館といっ

たところを使うようなやり方だったというふ

うに私自身思っておりまして、そのあと民間

の事業者さんがそういった施設をだんだんと

整備されて新しいものができてきました。式

場棟は早い段階でつくったものですからちょ

っと老朽化してきており、それが利用件数の

少ないところにつながっているのかなという

ふうに思います。  

赤星委員   この会館というのは、上でちょっとお食事を

したり、法要を行ったりできるお部屋のこと

なのですか。 

環境保全課長 こちらの施設は今委員のおっしゃられたとお 

り、使われ方としては初七日の法事や、ある

いは待合いといいますか、火葬が終わるまで
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待たれる方たちが使われているというふうに

思っております。  

赤星委員   今現在、ＰＦＩ事業が可能かどうかという調

査をやっておられます。葬儀関係の業界の方

に、ぜひ富山市の斎場についての話を聞いて

ほしいと言われましたのでお聞きしましたが、

最近身寄りのない方がすごく増えています。

身寄りのない方や低所得の方に、せっかくあ

る富山市斎場の式場を法要にももっと使って

もらいたいし、使いたい方がいるということ

です。この数字を見ましてもせっかくある施

設なので、建てかえまでの間にもっと利用し

やすいように何か改善をという関係者の声を

聞いていただいて、やっていく必要が非常に

あるのではないかと思っているのですが、い

かがですか。 

環境保全課長 使用ということに関しまして、トイレの洋式 

化もだんだん当たり前の世の中になってきて

おりまして、今現在、式場棟では洋式トイレ

と車椅子でも使えるような多目的トイレの整

備をそれぞれ進めているところでございます。

また、会館棟は畳ですから、年齢の高い方が

使われるときになかなか座っていられないと

いう申し出がありましたら、パイプ椅子  法
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事のときにはそういったものを持ち込まれて

も結構ですし、必要があれば斎場でお出しす

るということで、今現在は対応しております。 

赤星委員   今度の要望ですが、そういった関係者のお声

をよく聞いて、改善に努めていただきたいと

思っております。  

環境保全課長 そういう御意見は承りたいというふうに思い

ます。 

委員長    ほかにありませんか。 

      〔発言する者なし〕  

委員長    ないようですので、以上で質疑を終結いたし

ます。 

これをもちまして、環境部所管分の決算審査

を終了いたします。 

      お諮りいたします。  

      本日の委員会は、この程度にとどめ、散会し

たいと思います。  

これに御異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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委員長    御異議なしと認めます。 

      次回の一般・特別会計決算特別委員会は、明

日１０月１２日（木）の午前１０時から開き、 

議会事務局、都市整備部、建設部所管分の決

算審査を行いますので、御承知おき願います。

本日は、これをもって散会いたします。 


